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中間シンポジウムまでの共有事項
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(As-Is) 製造業と物流業間の連携の課題

紙の指示

モノの所在

生産・販売
計画

マテハンが多様
荷姿・梱包
が多様

物流の支払と
物流(モノの動き)が遠

い

プロセス間で異なるマテハンの情
報を集めることができない

紙を持っているヒトしか情報が分
からない、属人化している

企業間での情報連携が困難
（通信プロトコルやデータフォー
マットにおいて）

物流各部門 製造各部門

IVIシンポジウム(9月:名古屋)より引用
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(To-Be) つながる物流業と製造業

紙の指示

モノの所在

生産・販売
計画

マテハンが多様
荷姿・梱包
が多様

物流の支払と
物流(モノの動き)が遠

い

エッジ

見える化

見える化

見える化

異業種の
プロセス間の

連携

エッジ

RFID

標準
データプロファイル

エッジで捉えるマテハンを生産側
で標準化・統一する

生産・物流で共通のデータ共有
見える化基盤が必要

データプロファイルの標準定義と
異業種間での共用

物流各部門 製造各部門

IVIシンポジウム(9月:名古屋)より引用
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実証実験の対象１ (標準データプロファイル・輸送)

輸出者

３ＰＬ

ロジパートナ

輸入者

システム

S/I出力

S/I受領

I/V, P/L
出力

I/V, P/L
受領

CLP出力

CLP受領 B/L出力

B/L受領 A/N出力

A/N受領

A/N受領

S/I
I/V
P/L

CLP B/L A/N

出荷指示 明細出力 バンニング 荷積み・出荷 到着案内

今回の開発の対象範囲
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実証実験の対象２ (標準データプロファイル・在庫)

今回の開発の対象範囲INV
(OUT)

INV
(IN)
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実証実験の対象３ (見える化)

情報
共有基盤

情報
共有基盤

情報
共有基盤

情報
共有基盤

情報
共有基盤

EDIFACT

EDIFACT

企業A (ノード1) 企業C (ノード3)

企業D (ノード4)企業B (ノード2)

企業E (ノード5)

見える化システム見える化システム



Copyright 2018 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

実証実験 (標準プロファイルの通信・共有)

実証系ネットワーク

ノード2 ノード3

ノード5 ノード6

ノード4

Fileput Fileput Fileput

Fileput Fileput

ノード7

アプリケーションサーバ

ブロックチェーン 特徴

Ethereum 権限を分散。マイニングが必要。

Hyperledger 特定ノードに権限集中。サービサによる確実な合意形成。

Saas型
ブロックチェーン

権限を分散。マイニングが必要。パッケージサービスとしての導入。

ノード1

Fileput

EDIFACT
形式

Saas
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想定される結果、現時点での課題

•想定される結果
• ブロックチェーン技術が、企業間連携における情報共
有基盤となり得る可能性の検討

•検証内容例
• ＥＤＩＦＡＣＴとそれを用いるウェブアプリがブロックチェー
ンを用いて運用可能か（レスポンス等）の検証

•現時点の課題
• ＥＤＩＦＡＣＴ形式のファイルの運用可否の把握


